
新学習指導要領と移行措置 ＊11 新学習指導要領と移行措置 10＊ 

豊かな心 
（道徳性） 

健やかな体 

多様な体験 

言葉の力 

確かな学力 

生きる力 
 

（総合的人間力） 

理数系学力 外国語教育 
の充実 

伝統・文化の教育 

新しい学習指導要領の目指すもの 

知性（確かな学力）を基盤とした総合的人間力（生きる力）を！！ 

梶田叡一 
かじた えいいち＊1941年松江市生まれ、米子
市で育つ。文学博士。京都大学文学部哲学
科卒業。国立教育研究所主任研究官、大阪
大学人間科学部教授、京都大学教授、京都
ノートルダム女子大学学長などを経て、現職。 
 

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
う 

移
行
措
置
を
と
ら
え
る
た
め
に 

　
6
月
13
日
移
行
措
置
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
3
月
28
日
に
告
示
さ
れ
た
新
し
い
学
習
指
導

要
領
は
、小
学
校
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
。
本
告
示
は
そ
の
移
行
期
間

（
平
成
21
、22
年
度
）に
お
け
る
基
本
方
針
で
す
。
梶
田
叡
一
先
生
に
、移
行
期
間
に
は
ど
ん
な
こ

と
を
根
本
に
と
ら
え
て
、何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

教育ほっとにゅーす 

今
回
の
 

学
習
指
導
要
領
改
訂
を
 

再
確
認
す
る
と
 

ポ
イ
ン
ト
 
1

ポ
イ
ン
ト
 
2

ポ
イ
ン
ト
 
3

ポ
イ
ン
ト
 
4

   　
移
行
措
置
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る

前
に
、今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
の
ね
ら
い
を
お
さ
え
て
お
く
こ
と

が
大
事
で
す
。こ
の
ね
ら
い
を
速
や

か
に
実
現
す
る
た
め
の
方
策
が
移

行
措
置
な
の
で
す
。 

 〈
改
訂
の
基
本
的
な
考
え
方
〉 

「
確
か
な
学
力
」を
土
台
に
、 

「
生
き
る
力
」を
 

　
今
回
の
新
し
い
学
習
指
導
要
領

の
ね
ら
い
を
再
確
認
す
る
と
、ま
ず

根
本
は「
〈
確
か
な
学
力
〉
を
育
成

し
、そ
れ
を
通
じ
て
〈
生
き
る
力
〉
を

養
う
」と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
「
確
か
な
学
力
」
を
確
立
す
る
こ

と
が
根
本
で
す
。そ
し
て
、「
確
か
な

学
力
」
を
土
台
に
し
た
総
合
的
な

人
間
力
と
し
て
の「
生
き
る
力
」
を

養
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。こ
の「
確

か
な
学
力
」
を
養
う
上
で
い
ち
ば
ん

大
事
な
の
が「
言
葉
の
力
」で
す
。つ

ま
り
、「
言
葉
の
力
」
を
身
に
つ
け
、

そ
れ
に
支
え
ら
れ
た「
確
か
な
学
力
」

を
各
教
科
で
育
成
し
て
い
く
、そ
し

て
、そ
れ
を
ふ
ま
え
た「
生
き
る
力
」

を
育
成
す
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

　
総
合
的
な
人
間
力
と
し
て
の「
生

き
る
力
」は
、「
確
か
な
学
力
」と「
豊

か
な
心
」
と
「
健
や
か
な
体
」
と
い

う
３
つ
の
面
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。 

　
１０
年
前
の
答
申
で
も「
生
き
る
力
」

と
い
う
文
言
が
使
わ
れ
て
お
り
、こ

の「
生
き
る
力
」
と
い
う
理
念
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、見
方
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。「
ゆ
と
り

の
中
で
生
き
る
力
を
養
う
」
と
い
う

表
現
が
１０
年
前
の
答
申
で
は
た
び
た

び
出
て
い
ま
し
た
。
授
業
時
数
、授

業
内
容
を
減
ら
す
中
で
、「
生
き
る

力
」
を
養
う
。
言
っ
て
み
れ
ば
勉
強

以
外
の
と
こ
ろ
で
養
う
。勉
強
を「
生

き
る
力
」
と
対
称
的
な
と
こ
ろ
に
お

い
て
い
た
わ
け
で
す
。こ
こ
か
ら「
勉

強
ば
か
り
し
て
い
て
も
だ
め
で
す
よ
」

「
た
く
さ
ん
知
識
を
得
て
も
ど
う
に

も
な
り
ま
せ
ん
よ
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
、安
直
に
広
ま
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

　
今
回
の
改
訂
で
は
、勉
強
を
通
じ

て
し
か「
生
き
る
力
」
は
養
わ
れ
な

い
と
、と
ら
え
て
い
ま
す
。
も
の
を
知

ら
な
い
で
、も
の
を
考
え
な
く
て
、い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
理
性
的
に
判
断
で

き
な
く
て
、「
生
き
が
い
い
」
と
い
う

だ
け
で
は
、動
物
と
一
緒
で
す
。 

　
「
生
き
る
力
」
は
、人
間
的
総
合

力
で
す
。
人
間
的
総
合
力
は
、土
台

に
知
性
、理
性
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。知
識
基
盤
社
会
に
お
い
て
は
、

そ
う
い
う
人
間
力
が
必
要
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
は
時
代
が
そ

う
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な
く
、そ

も
そ
も
人
間
は
ホ
モ・
サ
ピ
エ
ン
ス
な

の
で
す
。
人
間
が
人
間
で
あ
る
と
い

う
の
は
、知
性
が
あ
り
、ま
た
知
性

に
支
え
ら
れ
た
理
性
が
あ
る
か
ら

で
す
。「
サ
ピ
エ
ン
ス
」
が
あ
る
か
ら

な
の
で
す
。 

　
「
生
き
る
力
」の
土
台
に
は
、「
確

か
な
学
力
」
が
不
可
欠
で
す
。そ
の

「
確
か
な
学
力
」を
育
て
る
に
は
、「
言

葉
の
力
」
が
大
事
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
３
つ
の
大
き
な
中
核
的
事
項
を

し
っ
か
り
理
解
し
た
い
も
の
で
す
。 

 理
数
系
学
力
の
強
化
 

　
内
容
的
に
は
、理
数
系
学
力
を
つ

け
る
の
が
、１
番
目
の
課
題
で
す
。 

　
過
去
３０
年
、３
回
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
で
理
数
系
の
内
容
が

削
ら
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
た
め
、

先
進
諸
国
に
比
べ
て
理
数
系
の
内

容
も
水
準
も
見
劣
り
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の
ま
ま
で

は
日
本
の
科
学
技
術
の
未
来
が
危

ぐ
さ
れ
ま
す
。
国
際
的
に
太
刀
打

ち
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、最
低

限
、先
進
諸
国
に
負
け
な
い
理
数
系

の
内
容
と
水
準
を
回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。今
回
の
改
訂
は
、こ
の

意
味
で
の
回
復
措
置
と
言
っ
て
も
い

い
で
し
ょ
う
。 

 伝
統
や
文
化
に
関
す
る
 

教
育
の
充
実
 

　
２
番
目
に
、伝
統
文
化
教
育
の
充

実
で
す
。 

　
戦
後
６３
年
、日
本
の
伝
統
文
化

を
知
ら
な
い
世
代
が
育
っ
て
い
ま
す
。

デ
ュ
ー
イ
や
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
の
教
育
論

は
勉
強
し
て
い
て
も
、本
居
宣
長
の

『
う
ひ
山
ぶ
み
』、貝
原
益
軒
の『
和

俗
童
子
訓
』
、中
江
藤
樹
の『
翁
問

答
』
な
ど
、日
本
の
優
れ
た
教
育
論

に
目
を
通
し
て
い
る
教
師
は
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
は
、２
０
０
０
年
に
わ
た
っ
て

独
自
の
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま

し
た
。先
人
の
苦
労
し
て
き
た
も
の

を
ふ
ま
え
て
未
来
に
ど
う
生
か
す

か
が
課
題
で
す
。世
界
の
文
化
遺
産

の
良
い
と
こ
ろ
を
吸
収
し
な
が
ら
新

し
い
も
の
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、「
脚
下
照
顧
」

が
ま
ず
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教

育
の
取
り
組
み
は
少
し
ず
つ
進
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
が
、改
め
て
大
き

な
課
題
意
識
と
し
て
示
し
た
わ
け

で
す
。
具
体
的
内
容
と
し
て
は
、小

学
校
国
語
科
か
ら
の
古
典
、社
会
科

で
の
歴
史
学
習
、音
楽
科
の
和
楽
器

な
ど
の
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。 

 外
国
語
教
育
の
充
実
 

　
３
番
目
に
、外
国
語（
英
語
）教

育
の
充
実
で
す
。 

　
中
国
・
韓
国
・ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
行

く
と
、そ
の
国
の
言
葉
が
わ
か
ら
な

く
て
も
小
学
生
と
英
語
で
話
が
で

き
ま
す
。中
国
語
、韓
国
語
、ベ
ト
ナ

ム
語
を
知
ら
な
く
て
も
英
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
の
で
す
。

現
代
の
英
語
は
、ロ
ー
マ
帝
国
に
お

け
る
ラ
テ
ン
語
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
英
語
が
共
通
語
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
、重
く
受
け

と
め
、こ
れ
か
ら
は
英
語
を
大
事
に

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 道
徳
教
育
の
充
実
 

　
４
番
目
は
道
徳
教
育
の
充
実
で
す
。 

　
い
ま
ま
で
の
道
徳
教
育
は
こ
れ
で

梶
田 

叡
一 

兵
庫
教
育
大
学
学
長
・
中
央
教
育
審
議
会
副
会
長 
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現行（平成20年度） 

国　　語 

社　　会 

算　　数 

理　　科 

生　　活 

音　　楽 

図画工作 

家　　庭 

体　　育 

道　　徳 

特別活動 

総合的な学習の時間 

 

合　　計 

移行措置期間中の小学校の標準授業時数について 

〈確かな学力〉の氷山モデル 

（8） 

 

（3.4） 

 

（3） 

（2） 

（2） 

 

（2.6） 

（1） 

（1） 

 

 

（23） 

272 

 

114 

 

102 

68 

68 

 

90 

34 

34 

 

 

782 

 

1

（8） 

 

（4.4） 

 

（3） 

（2） 

（2） 

 

（2.6） 

（1） 

（1） 

 

 

（24） 

280 

 

155 

 

105 

70 

70 

 

90 

35 

35 

 

 

840

2

（6.7） 

（2） 

（4.3） 

（2） 

 

（1.7） 

（1.7） 

 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（3） 

 

（26） 

235 

70 

150 

70 

 

60 

60 

 

90 

35 

35 

105 

 

910

3

（6.7） 

（2.4） 

（4.3） 

（2.6） 

 

（1.7） 

（1.7） 

 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（3） 

 

（27） 

235 

85 

150 

90 

 

60 

60 

 

90 

35 

35 

105 

 

945

4

（5.1） 

（2.6） 

（4.3） 

（2.7） 

 

（1.4） 

（1.4） 

（1.7） 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（3.1） 

 

（27） 

180 

90 

150 

95 

 

50 

50 

60 

90 

35 

35 

110 

 

945

5

（5） 

（2.9） 

（4.3） 

（2.7） 

 

（1.4） 

（1.4） 

（1.6） 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（3.1） 

 

（27） 

175 

100 

150 

95 

 

50 

50 

55 

90 

35 

35 

110 

 

945

6

1377 

345 

869 

350 

207 

358 

358 

115 

540 

209 

209 

430 

 

5367

計 

注：（　）内は週当たりのコマ数 

移行措置期間（平成21・22年度） 

国　　語 

社　　会 

算　　数 

理　　科 

生　　活 

音　　楽 

図画工作 

家　　庭 

体　　育 

道　　徳 

特別活動 

総合的な学習の時間 

外国語活動 

合　　計 

（8） 

 

（4） 

 

（3） 

（2） 

（2） 

 

（3） 

（1） 

（1） 

 

 

（24） 

272 

 

136 

 

102 

68 

68 

 

102 

34 

34 

 

 

816

1

（8） 

 

（5） 

 

（3） 

（2） 

（2） 

 

（3） 

（1） 

（1） 

 

 

（25） 

280 

 

175 

 

105 

70 

70 

 

105 

35 

35 

 

 

875

2

（6.7） 

（2） 

（5） 

（2.6） 

 

（1.7） 

（1.7） 

 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（2.7） 

 

（27） 

235 

70 

175 

90 

 

60 

60 

 

90 

35 

35 

95 

 

945

3

（6.7） 

（2.4） 

（5） 

（3） 

 

（1.7） 

（1.7） 

 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（2.9） 

 

（28） 

235 

85 

175 

105 

 

60 

60 

 

90 

35 

35 

100 

 

980

4

（5.1） 

（2.6） 

（5） 

（3） 

 

（1.4） 

（1.4） 

（1.7） 

（2.6） 

（1） 

（1） 

 

 

（28） 

180 

90 

175 

105 

 

50 

50 

60 

90 

35 

35 

 

 

980

5

（5） 

（2.9） 

（5） 

（3） 

 

（1.4） 

（1.4） 

（1.6） 

（2.6） 

（1） 

（1） 

 

 

（28） 

175 

100 

175 

105 

 

50 

50 

55 

90 

35 

35 

 

 

980

6

1377 

345 

1011 

405 

207 

358 

358 

115 

567 

209 

209 

 

0～70 

5576

計 

※■は現行と異なる部分 

新課程（平成23年度以降） 

※■は移行措置期間と異なる部分 

345～ 
415

75～110
（2.1～3.1） 

75～110
（2.1～3.1） 

0～35
（0～1） 

0～35
（0～1） 

国　　語 

社　　会 

算　　数 

理　　科 

生　　活 

音　　楽 

図画工作 

家　　庭 

体　　育 

道　　徳 

特別活動 

総合的な学習の時間 

外国語活動 

合　　計 

（9） 

 

（4） 

 

（3） 

（2） 

（2） 

 

（3） 

（1） 

（1） 

 

 

（25） 

306 

 

136 

 

102 

68 

68 

 

102 

34 

34 

 

 

850

1

（9） 

 

（5） 

 

（3） 

（2） 

（2） 

 

（3） 

（1） 

（1） 

 

 

（26） 

315 

 

175 

 

105 

70 

70 

 

105 

35 

35 

 

 

910

2

（7） 

（2） 

（5） 

（2.6） 

 

（1.7） 

（1.7） 

 

（3） 

（1） 

（1） 

（2） 

 

（27） 

245 

70 

175 

90 

 

60 

60 

 

105 

35 

35 

70 

 

945

3

（7） 

（2.6） 

（5） 

（3） 

 

（1.7） 

（1.7） 

 

（3） 

（1） 

（1） 

（2） 

 

（28） 

245 

90 

175 

105 

 

60 

60 

 

105 

35 

35 

70 

 

980

4

（5） 

（2.9） 

（5） 

（3） 

 

（1.4） 

（1.4） 

（1.7） 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（2） 

（1） 

（28） 

175 

100 

175 

105 

 

50 

50 

60 

90 

35 

35 

70 

35 

980

5

（5） 

（3） 

（5） 

（3） 

 

（1.4） 

（1.4） 

（1.6） 

（2.6） 

（1） 

（1） 

（2） 

（1） 

（28） 

175 

105 

175 

105 

 

50 

50 

55 

90 

35 

35 

70 

35 

980

6

1461 

365 

1011 

405 

207 

358 

358 

115 

597 

209 

209 

280 

70 

5645

計 

資料1

学年 
教科等 

学年 
教科等 

学年 
教科等 

全国学力・ 
学習状況調査 

感性・経験 

関心・意欲 ほとんど見えない学力 質問紙 

思考力 見えにくい学力 B問題 
（論述問題等） 

知識・技能 見える学力 A問題 
（客観試験問題） 

教育ほっとにゅーす 

平
成
20
年
度
は
周
知
期
間
 

改
訂
の
ね
ら
い
を
徹
底
 

移
行
措
置
期
間
の
 

ね
ら
い
と
取
り
組
み
 

よ
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
の
反
省
が

あ
り
ま
す
。
若
者
が
と
ん
で
も
な
い

事
件
を
起
こ
し
、毎
日
の
よ
う
に
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
・
高

校
生
で
、け
じ
め
の
つ
い
て
い
な
い
子

が
多
く
、自
己
中
心
性
、悪
い
意
味

で
の
個
人
主
義
が
入
り
込
ん
で
い
ま

す
。み
ん
な
で
共
同
体
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
す
る
共
同
性
や
社
会
性
も

身
に
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に

道
徳
教
育
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に

見
直
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
世
の
中
の
決
ま
り
を
守
っ
て
い
く

の
が
道
徳
だ
と
い
う
矮
小
化
さ
れ

た
発
想
が
一
部
に
あ
り
ま
す
。け
じ

め
が
つ
い
て
い
な
い
と
か
、社
会
性
が

な
い
と
い
う
と
、す
ぐ
に
規
範
を
教

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ
た
、規

範
意
識
一
本
で
い
く
よ
う
な
道
徳
性

が
主
張
さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
で
は
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
規
範
意
識
と
い

う
の
は
、自
分
と
社
会
と
の
関
係
だ

け
に
偏
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
日
本
で
は
、江
戸
時
代
か
ら
大
事

に
さ
れ
て
き
た
道
徳
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、自
分
自
身
と
の
関
係（
自
分

自
身
を
省
み
て
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
く
こ
と
）、自
分
と
ま
わ
り

に
い
る
他
の
人
と
の
関
係（
師
、親
、

兄
弟
、友
人
と
の
信
頼
や
愛
）、社
会

と
の
関
係（
社
会
性
）を
築
い
て
い
く

こ
と
で
す
。つ
ま
り
、「
修
身
斉
家
治

国
平
天
下
」な
の
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
精
神
性
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
こ
そ
、各
教
科
の
授
業
で
の

い
ろ
ん
な
工
夫
も
実
を
結
ぶ
わ
け
で

す
。こ
こ
が
変
わ
っ
た
、こ
こ
が
増
え

た
、こ
こ
が
減
っ
た
だ
け
で
は
だ
め
で

す
。
考
え
方
の
柱
を
し
っ
か
り
さ
せ

て
実
践
し
な
い
と
、教
育
と
し
て
は

骨
の
な
い
場
当
た
り
的
な
教
育
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

    移
行
措
置
期
間
に
お
け
る
 

基
本
方
針
 

　
「
確
か
な
学
力
」が
つ
い
て
い
る
だ

ろ
う
か
、「
言
葉
の
力
」は
ど
う
か
、

理
数
系
学
力
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、

な
ど
と
考
え
る
と
、今
は
待
っ
た
な

し
だ
と
言
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

今
回
の
移
行
措
置
で
は
、実
施
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
す
ぐ
に
前
倒
し
で

進
め
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。移

行
措
置
の
内
容
が
、今
ま
で
と
比
べ

て
速
い
テ
ン
ポ
で
進
み
ま
す
。 

道
徳
、特
別
活
動
、総
合
的
な
 

時
間
は
直
ち
に
先
行
実
施
 

　
道
徳
、特
別
活
動
、総
合
の
時
間

は
、教
科
書
が
な
い
の
で
新
し
い
考

え
方
で
平
成
２１
年
度
か
ら
実
施
で
す
。 

 算
数
、理
科
は
教
材
を
 

整
備
し
て
先
行
実
施
 

　
算
数
、理
科
は
、平
成
２１
年
度
か

ら
全
面
実
施
と
同
じ
よ
う
な
形
で

い
き
ま
す
。
ま
ず
、時
間
数
を
来
年

か
ら
大
幅
に
変
え
、新
し
い
内
容
を

取
り
入
れ
て
実
施
し
ま
す
。（
資
料

１
〜
３
の
表
参
照
） 

　
今
回
の
改
訂
の
よ
う
に
内
容
が

増
え
る
の
は
３０
年
ぶ
り
で
す
。土
台

が
十
分
で
な
い
上
に
、新
し
い
も
の

が
加
わ
る
移
行
措
置
に
な
る
の
で
、

そ
れ
だ
け
、子
ど
も
た
ち
に
負
荷
が

か
か
る
と
い
え
ま
す
。た
と
え
ば
、４

年
生
ま
で
今
ま
で
の
内
容
で
学
習

し
て
き
た
の
に
、５
年
生
で
は
そ
の

不
足
を
補
い
、さ
ら
に
新
し
い
５
年

生
の
内
容
も
学
習
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、当
然
、条
件
整
備
が
問
題
に

な
り
ま
す
。
新
し
い
内
容
が
入
っ
て

く
る
と
、新
し
い
内
容
の
教
材
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、授
業

時
数
が
増
え
る
わ
け
で
、設
備
や
備

品
、教
員
数
が
足
り
ま
せ
ん
。こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
、い
ま
具
体
策
が

練
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 他
の
各
教
科
は
 

学
校
の
判
断
で
先
行
実
施
 

　
算
数
や
理
科
を
除
く
教
科
及
び

外
国
語
活
動
は
、原
則
と
し
て
新
し

い
内
容
で
実
施
で
き
る
学
校
は
し
て

い
た
だ
き
た
い
わ
け
で
す
。そ
れ
が

で
き
な
い
場
合
、次
の
よ
う
な
事
項

は
、最
低
限
平
成
２１
、２２
年
度
の
実

施
が
必
要
で
す
。 

・
国
語
の
ロ
ー
マ
字
指
導
は
、平
成
２２
年
度

か
ら
第
３
学
年
で
実
施
 

・
社
会
の「
４７
都
道
府
県
の
名
称
と
位
置
」

「
世
界
の
主
な
国
の
名
称
と
位
置
」
等
の

指
導
 

・
音
楽
の
共
通
歌
唱
教
材
と
し
て
指
導
す

る
曲
数
の
充
実
等
 

・
体
育
の
授
業
時
数
の
増
加（
低
学
年
） 

    今
年
度
の
周
知
徹
底
が
 

重
要
な
意
味
を
も
ち
ま
す
 

　
今
回
は
、小
学
校
で
は
東
京
・
兵

庫
・
福
岡
で
中
央
説
明
会
が
開
か
れ

ま
す
。さ
ら
に
、各
都
道
府
県
で
、市

町
村
の
指
導
主
事
だ
け
で
は
な
く
、

校
長
会
の
代
表
、現
場
の
指
導
的
先

生
へ
の
地
方
説
明
会
を
実
施
す
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

に
入
念
な
形
で
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
は
、前
回
は
基
本
的
な
考

え
方
が
現
場
ま
で
届
い
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
反
省
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ズ
レ
な
い
ブ
レ
な
い
今
回
の
改
訂
の

基
礎
的
理
解
が
大
切
で
す
。 

　「
確
か
な
学
力
」と「
豊
か
な
心
」

と「
健
や
か
な
体
」の
全
部
が
有
機

的
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
が
、「
生

き
る
力
」で
す
。「
生
き
る
力
」は
同

じ
考
え
方
で
す
が
、前
回
の「
ゆ
と

り
の
中
で
」
と
今
回
の「
確
か
な
学

力
を
土
台
に
し
て
」で
は
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
違
っ
て
き
ま
す
。 

　「
確
か
な
学
力
」は
、知
識
・
技
能
、

思
考
力
、関
心
・
意
欲
の
バ
ラ
ン
ス
で

す
。知
識
・
技
能
だ
け
、思
考
力
だ
け
、

関
心
・
意
欲
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。こ
う
い
う
理
解
が
な
け
れ

ば
、知
識
・
技
能
が
大
事
と
強
調
さ

れ
る
と「
確
か
な
学
力
」
と
は
反
復

練
習
の
こ
と
だ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。関
心
・
意
欲
が
大
事
だ
か
ら
と
、

眼
が
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、

み
ん
な
が
生
き
生
き
し
て
い
れ
ば
い

い
と
か
、極
め
て
安
易
な
解
釈
が
広

ま
っ
た
過
去
も
反
省
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、今
回
の
改
訂
で
は
、「
言
葉

の
力
」
を
、「
確
か
な
学
力
」
を
身
に

つ
け
る
と
き
の
最
大
の
武
器
に
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
「
言
葉
」を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
だ
け
と
ら
え
て
は
誤
り
で
す
。

伝
え
合
い
だ
け
で
は
な
く
、そ
の
前
に
、

認
識
の
力
、思
考
の
力
、判
断
の
力

な
の
で
す
。母
語
と
し
て
の
言
葉
、日

本
語
で
も
の
を
ど
う
認
識
す
る
か
、

こ
れ
を
学
校
で
深
め
、高
め
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
う
母
語
の
力

を
強
め
て
い
く
こ
と
は
、

第
二
言
語
を
身
に
つ
け

る
こ
と
と
は
違
い
ま
す
。

だ
か
ら
、算
数
、理
科
、

社
会
な
ど
の
教
科
で

も
「
言
葉
」に
こ
だ
わ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
で

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。そ
う
し
た
キ
ー
ワ

ー
ド
の
理
解
を
中
核

に
置
い
て
、そ
の
教
科
な
り
の
も
の
の

考
え
方
が
で
き
る
の
か
、レ
ポ
ー
ト

が
書
け
る
の
か
、口
頭
で
発
表
で
き

る
の
か
、議
論
で
き
る
の
か
な
ど
、指

導
上
の
工
夫
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
単
な
る
伝
え
合
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、教
壇
に

ま
で
伝
わ
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。い

ま
ま
で
の
よ
う
な
安
易
な
解
釈
や

誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
、平
成
２０
年

度
は
周
知
徹
底
に
力
を
入
れ
ま
す
。

平
成
２１
、２２
年
度
の
移
行
措
置
を

実
施
す
る
上
で
大
切
な
年
に
な
り

ま
す
。 

検索 ぶんけい　教育コラム 梶田 叡一先生の教育コラム開設！ 



 


